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内容要旨
［目的］インプラント周囲粘膜炎・インプラント周囲炎の発症には、インプラント周囲のデンタルバイオフ
イノレムが関与していることが知られている。日常のブラッシングによってインプラント周囲からデンタルプ
ラークを除去することは、天然歯の歯肉炎・歯周炎における予防・治療と同様に、欠くことはできない。と
ころが、インプラント周囲炎が進行し、フィクスチャーが露出すると、多孔質に加工された表面性状によっ
て、表面に付着している微生物を除去することは極めて困難である。付着しているプラークはバイオフィノレ
ムの構造を持っているために、含1秋剤や抗菌薬などを用いても十分に除去できず、電動歯ブラシや歯間ブラ
シでは直径数μ血の小寵に入り込んだ微生物を擦り落とすことはできない。そのため、インプラント周囲炎
に対する予防や治療法は十分とは言えず、いまだ改良の余地がある。一方で、水中に高速水噴流を噴射した
ときの急速な減圧に伴いキャピテーションが発生し、キャピテ」ション気泡の崩壊時衝撃力は金属材料の表
面改質等に使用されている。キャピテーション噴流をチタン試験片表面に形成したバイオフィノレムに噴射し、
その除去効果を評価した。
［方法］先行研究より、ノズルの内径申 ＝0. 56畑、スタンドオフ距離s=2. Ommの条件下で、プレスケー ノレ・
（~圧紙）による衝撃力の強さと分布をもとに、圧力· p =0.3MPaまたはO目5MPa、時間： t＝未噴射、 l分、
3分、 5分で実施した。 5人の研究協力者の上顎小臼歯頬側部にレジンでステントを作製した。ステント上に
チタン試験片を装着し、 72時間後に形成されたパイオフィルムを実験に供した。キャピテーション照射前後
のバイオフィノレムの状態を、走査型電子顕微鏡（SEM)(S-4700, Hitachi, Japan）とデジタルマイクロスコープ
(VHX-2000, KEYENCE, Japan)にて観察・評価し、残存細菌数は細菌数測定装置を用いて計測した。
｛結果］キヤビテーションの衝撃の分布パターンは、ノズノレ直径にほぼ近い直径3mn程度の円形領域内に分
散的であることが感圧紙のイメージングにより検出された。チタン試験片表面のバイオフィノレムも感圧紙に
よる分布状態と同様に円形に広がり、デジタノレマイクロスコープの高倍率による観察においては、キャピテ
ーション気泡崩壊の衝撃力によるものと思われるスポット状に剥離された状態が観察された。残存バイオフ
ィノレムの割合は、時間依存的に減少傾向が認められ、細菌数も同様に減少し除去効果が認められた。 SEM画
像によるチタン表面の観察では菌体だけでなく菌体外重合体物質の除去が確認できた。
［結論］本研究からキヤピテーション噴流がチタン表面からバイオフィノレムを除去するための有力な方法で
あることが示唆された。
